
基本情報

【健康経営戦略マップ】

従業員等の男女比率

従業員等の平均年齢

男性69.7%　女性30.3%

41.5歳

健康投資

作成年月日：2026年4月1日

ヘルスリテラシー向上

【健康保持・増進に関する教育】

・従業員向けセミナー

・従業員向けeラーニング

・管理職向け浸透教育

仕事と生活の調和

【生活と仕事の調和】

労働時間・休暇管理・就業制度の継続的改善

こころとからだの健康

【メンタルヘルスケア】

ストレスチェック、健康相談、ラインケア研修、セルフケア研修、ハラス

メント防止研修

【疾病予防】定期健診と事後措置、各種がん検診

【生活習慣】

食生活サポート、ウオーキング大会、特定保健指導

【コミュニケーション活性化】

オープンコミュニケーションDay、カフェ設置、コラボレーションツール

従業員の健康課題

・生活習慣病等の疾病の高リスク者に対する重症化予防

・メンタルヘルス不調等のストレス関連疾患の発生予防・早期発

見・対応（職場環境の改善等）

健康投資の効果

実労働時間・有給休暇取得率

健康セミナー参加率

研修受講率

健康投資施策の取組み状況に

関する指標

定期健診受診率

精密検査受診率

各種検診受診率

特定保健指導受診率

ウオーキングイベント参加率

禁煙プログラム参加率

ストレスチェック受検率

ストレスチェックの活用部署数

健康相談件数

実労働時間・有給休暇取得率

従業員等の意識変容に

関する指標

各生活習慣病リスク率

運動

飲酒

喫煙

朝食

夕食

体重

睡眠

総合健康リスク率

高ストレス者率

アブセンティーズムの低減

（病欠の低減）

健康関連の最終的な目標指標

プレゼンティーズムの低減

（疾病就業の低減）

ワークエンゲージメント増加

（仕事の熱意や活力・没頭）

健康風土の醸成

健康経営の浸透状況

健康経営の推進方針を含めて、

毎期首にトップメッセージをイントラ

ネットに明示

方針実現のための体制・環境

推進体制の整備

経営会議・取締役会での議論

健康保険組合との連携

組織的支援（POS）・WSC

オープンコミュニケーションDayや

カフェ設置による従業員同士の接点

の増加

目標年：2030年

健康経営目標（KGI）

アブセンティーズムの低減*

（病欠の低減）

1.0日

*分子＝「全従業員の各年度における

休職日数（暦日）」、分母＝「各年度

末の従業員数」

プレゼンティーズムの低減

（疾病就業の低減）

94.0

ワークエンゲージメント増加*

（仕事の熱意や活力・没頭）

80.0

*従業員満足度スコアの算出方法：肯

定的な回答の割合

健康経営の推進方針

当社は、健康で明るく、活発に働け

る職場環境の整備を通じて、従業

員一人ひとりの心身の健康維持・増

進に積極的に取り組みます。

従業員の Well Being の向上を図

ることで、誰もが安心して能力を最大

限に発揮できる企業風土の醸成を

目指します。

経営方針

Challenges to Innovation

－ Speed × Initiative －

1. 顧客満足と企業価値の向上

2. 人財育成

3. 企画力・研究開発力・生産力の

強化

4. 重要案件 ～ROIC経営の徹底

による稼ぐ力の強化 ～

5. 経営目標

企業価値

EIKENグループは、人々の健康を守るために、検査のパ

イオニアとしてお客様に信頼される製品・サービスを提供

し、企業価値の向上を図ります。

社会的価値

世界の人々の健康を守る企業として、「医療」の課題、

そして「環境」、「社会」、「ガバナ ンス」の課題に取り組

みます。


